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四つのテスト 1.真実かどうか 2.みんなに公平か 3.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

 事務局・例会場：〒560-0021豊中市本町 3丁目 1番 16号 ホテル アイボリー内 
         TEL 06-6858-1551   FAX 06-6857-0011 
 例 会 日 時：毎週火曜日 12時 30分より  

事   務   局：10時～16時(土日祝を除く) 
ＨＰアドレス： www.sun-inet.or.jp/~jtrc2660/ 

 メールアドレス：jtrc2660@sun-inet.or.jp 

 
 

国際ロータリー第 2660 地区 
 
 

第 2847 回例会 
 

創立 1959 年 6 月 16 日 

本日（ 5 月 21 日）のプログラム  
 
「 ノンパラメトリックベイズ統計学：    

無限次元における新たな可能性」 
 

豊 中 R C 奨 学 生  L i  J i y a o  
 
 
 

 

 

 

☆会長の時間☆ 
「Silom RC 来日にあたり」 
                                   2018-19 年度 会長 武枝敏之 

先週の理事会においての決議事項についてお話しをさせていただきます。 
６０周年記念式典にタイ国シーロムロータリークラブの皆様に参加していただけることになっておりますが、豊中

ロータリークラブとして正式にご招待することを議決していない状態でした。シーロムロータリークラブの皆様に

は、過去２回の訪問時大変お世話になっております。タイ国へのＧＧとして医療機器の贈呈を行えたのもシーロム

ロータリークラブの皆様のご協力なくしては考えることが出来ません。 
 このため、豊中ロータリークラブとしてできるだけクラブ員全員で歓迎したいとの決議になりました。６月１５

日の朝、関西国際空港に７時過ぎに到着後、奈良方面を案内、１６日は朝から千里阪急ホテルでの記念式典に参加

していただきます。 
１７日は関西の観光地をご案内することとします。１８日の火曜日の例会に出席していただき、わたしたちの例

会を楽しんでいただきます。夜にはサヨナラパーティを計画しました。楽しい大阪の思い出を体験していただきま

す。その夜に帰国される予定です。 
 私たちが、タイ国を訪問した際は、大勢のロータリアンが行程の大部分を同行していただき親交を深めました。

タイ国に行かれなかった会員の皆様も４日間の行程に於ける様々な行事に参加していただき、シーロムロータリー

クラブの皆様との親交を深めてください。次のＧＧもシーロムロータリークラブの協力で実施する計画です。１８

日のサヨナラパーティは会員の皆様全員のご参加をお願いします。 
 

広めよう ロータリーの心 地域とともに 

令和元年 5 月 21 日 
 

 次回（ 5 月 28 日）のプログラム 

 

「 出 前 授 業 と 四 つ の テ ス ト 」  

―子供たちになにを伝えるか― 

 

卓 話 担 当 ： 北 村 公 一  

2018～19 年度 
国際ロータリー会長 
バリー・ラシン 
BE THE INSPIRATION 

 

mailto:jtrc2660@sun-inet.or.jp
http://search.yahoo.co.jp/r/_ylt=A2Ri8EithjRb4VgA1TaDTwx.;_ylu=X3oDMTFsNTFybXF2BHBhdHQDZ2dsBHBvcwMxBHByb3ADZ2lzZWFyY2gEcXADBHNjA0RSBHNlYwNzYwRzbGsDaW1n/SIG=179vb5ulk/EXP=1530269805/**https:/search.yahoo.co.jp/image/search?rkf=2&ei=UTF-8&gdr=1&p=%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%AA%E3%83%BC2018-19%E3%83%AD%E3%82%B4


 例 会 出 席 報 告☆ 

  第2846回 第2843回 
例 会 日   5月14日 4 月 16 日 
①会員数 A 37 37 
（内出席免除者） 5 5 

②出席義務者数  32 32 

③出席義務者出席数 23 22 
④出席免除者出席数  3 4 
⑤メイクアップ数    2 
⑥出席義務者欠席数  9 10 
出席率 % 74.00% 77.00% 
出席率（前回）= ③+④／②+④ 出席率（前々 回々）= ③+④+⑤／②+④ 
 
○幹 事 報 告○ 
 
・〈公財〉ロータリー米山記念奨学会より 
“ハイライトよねやま”が届きました。 
▼全文は、こちらよりご覧ください。  
http://www.rotary-yoneyama.or.jp/summary/pdf/hig
hlight230_pdf.pdf 

・東大阪東ロータリークラブより 
「春の RYLA セミナー終了の御礼状」が届きました。 
 
✑ 掲 示 板 ✑ 

 
・トーク in さくら開催の案内 
 日 時：5 月 23 日（木） 
 場 所：みな川 TEL:06-6152-6522 
・ガバナー補佐エレクト訪問 
 日 時：5 月 28 日（火）   例会場 
     12：00 から懇談会があります。 
 懇談会場所：ホテルアイボリー3F 例会場前 
・豊中南RC の例会訪問 
 日 時：5 月 30 日（木） 18：10 受付 18：30 例会開始 
 場 所：“敦煌” 会費 5,000 円 TEL:050-5798-0511 

豊中市本町 1-10-1 ボーゼム豊中第一ビル 5F 
・豊中 RC60 周年記念式典 
 日 時：6 月 16 日（日）  受付 9：30 開始 10：00 
 場 所：千里阪急ホテル   
   式典会場“樹林の間” 祝宴“クリスタルホール” 
・新旧クラブ協議会 
 日 時：6 月 18 日（火）  例会終了後 
 場 所：ホテルアイボリー1F かやの間 
・ニコニコクイズ 
 日 時：6 月 25 日（火）   例会場 
 場 所：ホテルアイボリー3F 
・新旧理事・役員懇親会 
 日 時：6 月 29 日（土）  18：00～20：00 
 場 所：がんこ石橋苑 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

♪本日の唱歌♪ 
 
茶摘み 

 日本伝統曲  

夏も近づく八十八夜 

野にも山にも若葉が茂る 

あれに見えるは茶摘みじゃないか 

あかねだすきに菅（すげ）の笠 

日和（ひより）つづきの今日このごろを 

心のどかに摘みつつ歌ふ 

摘めよ摘め摘め摘まねばならぬ 

摘まにゃ日本（にほん）の茶にならぬ 

 
唱歌担当 西蔵仁司会員 

唱歌担当： 
・ 5 月 28 日 「夏は来ぬ」   佐川会員 
・ 6 月 4 日「限りなき道ロータリー」 森本会員 

💛💛5 月 14 日のニコニコ箱報告💛💛 

・誕生日祝いを頂いて      武枝会員 
・結婚記念日祝いを頂いて 矢野、福盛各会員 
・家内の誕生日祝いを頂いて   北村会員 
・入会記念日祝いを頂いて 
   澤木、畑田、佐川、谷野、眞下各会員 
・武枝会員にお世話になりました。眞下会員 
・家族会楽しかったです。    都井会員 
・写真を頂いて 
         木村、佐川、北村各会員 
・欠席のお詫び         小牧会員 

5 月チーフ：小川会員 
◎副幹事・副 SAA 当番◎ 
6 月副幹事     眞下 節 会員 
6 月副 SAA     小寺潤一 会員 
◎親睦委員会受付当番 
5 月 21 日     米田会員 渡会員 
5 月 28 日     豊島会員 小川会員 

http://www.rotary-yoneyama.or.jp/summary/pdf/highlight230_pdf.pdf
http://www.rotary-yoneyama.or.jp/summary/pdf/highlight230_pdf.pdf


 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✑5 月 14 日の卓話✑ 

 
「がんの告知を受けて」 
 

卓話担当：福盛康友 
 

今回は『ガンの告知を受けて』という、令和初めての卓題でお話しさせていただきます。 
 

今は、4 人に一人がガンになると言われていますが、医療が発達し、早期発見であればほぼ助かる程

に進歩している様です。 
 私共、やや古い人間は、ガン＝死というふうに感じ取ります。 
 私は昨年 6 月人間ドックで、すぐに病院へ行って精密検査を受けてくださいとの事で精密検査を受け

た結果、ガンの疑いが強いので即入院して手術をしましょうとの事。その時「なんでこんな若い医者に

上から目線で偉そうに言われなあかんねん」と思い、人間いつかは死ぬ、それが早いか遅いかの違い。

こんな偉そうに言われて痛い目に合うなら・・・と思い。その時ふと目にしたのが粒子線センターです。 
「切らずに治す粒子線治療」 
そして 7 月、粒子線センターに妻と行き、治療や検査等の説明を受けたのですが、二言目にはお金の話。 
約 2 週間かけて精密検査を行いました。 
検査の結果は肺がんの疑いがあり、他にも転移しているとの事。 
 この粒子線治療と言うのは、強い光線を当てて細胞を破壊して治す方法で、現在、胃・大腸は無理で、

細胞の大きさは 120ｍｍ以下とされている。又ステージ 3+αは出来ないと言う事らしいです。 
長々とお話ししましたが、要は、 
①保険に入りましょう 
私の場合治療と入院費含め約 550 万円全て保険で賄う事ができました。 

②粒子線治療で出来ない部位は胃と大腸、大きさは 120ｍｍ以上とステージ 3+αは無理 
③終活は元気なうちに（65 才までに） 
④気合で何とかなるのは 60 才まで 
⑤患者目線で言えば医者とは、脅しと、上から目線 
 年長者に対しての敬語はない。 
 執刀例の実績がほしいのか？ 
◦ 医師からの提案 
 他の方法の選択肢 
 セカンドオピニオンの推奨 

◦ 医師の大切な 3 つの術は①技術、②算術そして最も大切なのが③話術である。 

 私が死のうが生き延びようが、医師は一連の行動の中の出来事であるが、私の家族や会社の従業員は

死んだ翌日から生活が一変する事を医師は理解できるだろうか？ 
医師は自分の発した言葉の重みを理解しているだろうか？ 
言葉ひとつで人は笑い泣き、怒り、微笑み勇気が湧き出るものである。 
言葉の重み、責任を若い医師は理解すべきだと思った一年である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 月 14 日の理事会報告 

・クールビズは本日 5 月 21 日よりスタートし

ます。 
・7 月 1 日、新会員候補、松本悟様→承認 
・6 月末、戸部会員退会の件→承認 
・Silom RC より 11 名が 60 周年記念式典に参

加の為来日 
 
 
 
 
 

・Silom RC 来日予定   
6 月 15 日  関空着 7：10am―奈良観光 

 6 月 16 日  60 周年記念式典ご参加 
 6 月 17 日  終日観光―姫路城 
 6 月 18 日  豊中 RC 例会参加 
 Farewell Party（がんこ石橋苑にて）―帰国 23：35pm 
 来日中のおもてなしに関しましては豊中 RC のクラブ行

事として対応させていただきます。 
 皆様のご協力を宜しくお願い致します。 
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